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審査要旨 
本論文は 、成人アトピー性皮膚炎（atopic dermatitis；AD）患者の視点に依拠した包括的な支援体制を構築す
るために、成人 AD 患者の病気に伴う体験を理解するとともに、回復における心理的要因の探索とその介入効果の
検証を行うことを目的としたもので、3 部から構成されている。以下がその構成である。 
第 1 部 成人アトピー性皮膚炎患者の増悪と回復のプロセス 
第 1 章 成人 AD 患者の増加と背景（研究史） 
第 2 章 問題提起 
第 3 章 入院 AD 患者の増悪と回復のプロセス （研究 1） 
第 2 部 心理的回復要因と心理的支援の可能性 
第 4 章 成人 AD 患者の QOL と心理的回復要因 
第 5 章 問題提起 
第 6 章 成人 AD 患者の SF-36 と関連因子 （研究 2） 
第 7 章 SF-36 から AD 特異的 QOL への影響 （研究 3） 
第 8 章 研究 4：健常学生に対する日記課題の有効性 （研究 4） 
第 9 章 成人 AD 患者に対する日記課題の有効性：事例研究 （研究 5） 
第 3 部 総括 
第 10 章 結論  
第 11 章 総合考察  
第 1 部では、第 1 章の研究史において、成人 AD 患者の増加、AD の難治化、増悪に関連する心理的要因、セ
ルフマネジメント研究の現状について先行研究を概括している。第 2 章の問題提起において、成人 AD 患者を対象
とした心理的回復要因に着目した研究が少ない点を指摘して、第 3 章の研究 1 による、成人 AD 患者の病気体験
を増悪のプロセスと回復のプロセスに着目し、患者の視点に立つ探索的な検討を加えている。 
第 2 部では、第 4 章の研究史において、AD 患者の QOL（quality of life）の評価指標として用いられている尺度
を概説し、研究 1 の結果に基づき、心理的回復要因として、コーピング方略、情緒的支援ネットワーク認知、自尊感
情に着目し、その先行研究を示している。そこから、問題提起として、成人 AD 患者のコーピング方略、情緒的支援
ネットワーク認知、自尊感情の 3 つの心理的回復要因と QOL との関連性を明らかにすることの意義を第 5 章で扱っ
ている。第6章の研究2と第7章の研究3では、調査研究によって、コーピング方略、情緒的支援ネットワーク認知、
自尊感情と QOL の関連性を評価した。さらに、第 8 章の研究 4 と第 9 章の研究 5 では、QOL との関連性を示した
コーピング方略の中でも認知的再体制化に焦点をあて、視点取得を含んだ認知的再体制化のライティングが QOL
に与える影響を評価した。第 3 部の総括では、第 1０章で結論、第 11 章で本研究の意義、限界、今後の課題と可能
性についてまとめた。 
 以下は、本研究によって提示された、「入院歴のある成人 AD 患者の回復プロセス」に関わる諸要因を示した回復
モデルである。 
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本論文は成人アトピー性皮膚炎の経過を考えるうえで、増悪因子に関する研究が多い中で、患者の回復過程に
関して、特にその心理面の回復過程を明らかにしたもので、今後、心理的回復への効果的なアプローチの手がかり
になるものである。すなわち心理面を含めた包括的な介入プログラムを確立していく上で、重要な知見を提供する
ものであり、この領域の発展に寄与する社会的意義の高い研究であると評価できる。 
成人アトピー性皮膚炎については、その経過に心理社会的要因が大きく関与することが明らかになっており、心
身医学的視点からのアプローチは、増悪因子としてのストレスや掻破行動への対策に主眼が置かれている。患者
の心理状態などについては、横断的な研究によって種々の問題（うつ、不安など多岐にわたる）があることが報告さ
れているのに対し、アトピー性皮膚炎を抱える患者が、身体的に回復していく過程の内面で、心理的にどのように
回復の道をたどるのか、回復を困難にしているものは何か、などの点は、これまでほとんど検討されておらず、斬新
な視点に立った興味深い研究である。 
著者が主張する通り、入院治療などの強力な治療の結果、身体的には急速に寛解に至ることが可能である一
方、患者にとっての真の「回復」は、心理社会的にも回復したと実感できることである。 
研究の成果として得られた、患者の心理的問題、すなわち、孤立、母親との確執、病気の苦悩、医療不信、劣等
感、喪失感、強迫性、および、回復過程での心理社会的変化、すなわち、対人関係の改善、医師への信頼、治療
行動への積極性、強迫的思考からの解放、社会的役割の獲得などは、成人アトピー性皮膚炎の診療に従事するも
のからみると、診療経験と完全に一致し、本研究でその点が明確化されている。いまだ多くの医療機関で、アトピー
性皮膚炎の治療（回復）＝身体的治療（回復） という図式で診療、治療が行われている現状（保険診療の限界でも
ある）において、患者の求めている、心理社会的回復をも目指した、統合的な診療が期待されていることを明らかに
したものと考える。 
以上のことから、当論文は博士学位論文に相応しいと考える。 
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